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村

多

1空

生

物

の

美

的

進

化

生
物
叫
の
客
制
美

般
考
察
ご
は
幾
分
懸
げ
附
っ
た
方
耐
の
如
〈
に
見
ゆ
る
か
も
知
れ
品
が
、

質
際
は
決
し
て
そ
う
で
な
〈
、

拡
に
も

仁一一一一 一

動
揃
物
慨
が
布
つ
「
美

L
3」
ω意
義
挫
び
に
そ
内
趨
滅
的
問
題
は
、

マ
ぞ
的
ヰ
州
が
可
な
り
主
要
な
る
現
象
で
あ

る
じ
も
拘
は
ら
す
、

末
H
H
充
分
な
る
附
先
が
行
は
れ
ず
、

且

一
般
借
入
り
必
悦
な
る
理
川
を
得
1
肘
な
い
引
項

の
一
で
あ
る
。

又
此
問
魁
は
、

判
叫
が
従
来
本
誌
上
に
掲
故
舎
前
ぴ
っ
、
ゐ
る
人
知
枇
合
ピ
生
物
持

ω
治
現
象
山
比

亦
生
物
持
の
他
の
諦
現
象

同
じ
く
、
巧
妙
な
る
物
質
M
M
隣

ωMm理
‘
性
質

ω九
百
円
的
判
化
主
義
、
方
し
〈
は
進

化
庇
遊
山
方
針
等
が
著
[
〈
畿
押
せ
ら
れ
て
川
る
勅
か
ら
見

τ、
私

ω論
旨
を
進
む
る
前
に
是
非
共
一
一
勝

ω説
明

を
要
す
る
ご
司
』
ろ
の
も
の
で
あ
ら
う
。

勿
論
無
生
物
外
に
も
仰
に
削
る
尖

L
い
も
の
が
め
る
o
十
川
山
山

ω述
、
タ
叩
腕

ω紅
、
山
首
石

ω光
、
何
人
も
そ
の
美

を
稽
へ
る
に
臨
蹴
し
な
い
。
然
し
動
杭
物
川
介
り
美
は
一
一
肘
持
混
じ
、

一
日
肘
控
岱
で
あ
る
。
附
酬
の
花
の
色
彩
、
貝
妓

の
斑
紋
、

玉
識

ω麹
、
鳥
の
m相
毛
凶
如
{
繊
巧
に
し
て
鮮
一
腿
な
る
も
の
は
、
無
生
物
外
に
は
鬼
ら
れ
い
な
い
の
で
ゐ

諭

議

生
物
内
美
的
通
化

第
二
寸
凹
巻

一ニ

O
九

jf:. 

旗



第
二
十
四
谷

O 

叢

生
物
円
美
的
語
化

愉

主再

就

る
o

少
〈
古
色
明
か
に
段
川
返
ひ
で
あ
る
。
尤
も
動
杭
物
中
に
も
随
分
汚

ν
も
の
醜
い
も
の
が
紙
レ
で
も
な
い
が
、

例
へ
ば
机
物
的
祁
チ
動
物
的
幼
州
等
仁
美
L
〈
な
い
の
が
あ
る
が
、

そ
の
場
合
に
は
相
常
的
別
山
が
ゐ
ゐ
。

之
は

後
背

ω巾
詮
帥
も
禾
光
成
で
ゐ
る
か
ら
で
、

老
不
日
削
川
淵
者
的
醜
い
場
介
は
元
在
っ
た
調
和
一
か
破
漉
せ
ら
れ
た
の
で

あ
る
0

中
部
省
ご
な
っ
た
鈎
犬
千
豚
じ
断
る
醜
レ

ωが
あ
る
が
、
之
は
人
力
が
態

7
tん
な
も
の
を
作
り
山
L
た

の
で
、
自
然
に
は
あ
ま

h
無
い
形
で
あ
る
。
真
に
寄
生
識
が
不
快
な
形
を

L
て
庶
た

b
、
蛇
鯨
川
内
川
町
一
川
一
山
酬
明
舵
な

ど
の
不
恰
好
で
あ
る

ω
は
所
制
再
油
刷
出
(
同
E
ι
$
E
C
Oロ
)
に
悲
づ
〈
こ
ど
で
、
生
活
方
法
が
中
途
で
極
東
せ
ら
れ

た
る
た
め
、
従
来

ω盤
っ
た
形
を
犠
悦
に
し
た
結
川
市
に
外
な
ら
泊
。
若
L
鯨
が
過
去
一
ー
於

τ他
の
欧
州
州
の
如
〈
陣

L
L
j
f
ι
v
-
T
J
Z
K寸
h

、.H
L
'
b
、

-
f
2
4
1
7
H
f品
f
t
〈

品
川
内
総
仁
初
か
ら
水
中
に
必
う
た
な
ら
ば
、

あ
ん
な
に
不
恰
好
で
な
く
て
掛
む

r

筈
で
ゐ
る
o

生
物
憾
じ
は
遺
体
ビ

ν
ふ
』
』
ご
が
あ
っ
て
、
親

ω性
質
を
急
に
鈴

τ
る
わ
り
に
行
か
同
。
性
質

ω進

化
は
阪
に
存
在
す
る
も
の
を
改
治
し
て
行
(
の
で
ゐ
る
か
ら
、
若
し
効
用
を
主

t
L
て
念
ぎ
改
治
し
た
な
ら
ば
、

美
ご
い
ふ
駄
を
傷
け
る
こ

E
P越
け
難
い
。
払
旧
か
も
土
戒
を
改
悲
し
て
住
宅
ピ

L
た
の
で
は
外
観
的
完
き
を
望
み

得
前
向
正
問
絞
で
あ
る
。
要
す
る
仁
右
の
如
〈
美

L
か
ら

5
る
可
き
理
由
ゐ
る
時
の
外
・
生
物
腿

ω形
抽
出
色
彩
に
は

相
蛍

ω制
和
陸
一
怖
が
存
在
す
る
正
論
断
し

τ差
支
な
い
。

か
〈
云
へ
ば
戒
人
は
い
ふ
で
め
ら
う
。
「
美
ご
い
ム
ニ
ピ
は
、
品
中
主
的
崎
山
却
を
有
す
る
人
別

ω主
抑
的
心
理
で
あ

っ
て
、

そ
れ
を
生
物
髄
そ
の
も
の
に
附
典

L
て
考
へ
る
こ

E
は
刷
遣
っ
て
居
る
」
ピ
。
質
際
λ

ベ
ジ
サ

1
仁
し
て
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1
4
J
1
1
1
1
1
1
i
4
4
d
t
j

、
計
叶
刈
川
w
d
3凡
削
除
亨

美
を
減
ず
る
菅
幾
や
紛
識
に
は
夫
?
位
以

ω振
動
敏
己
か
光

ω波
長
己
伊
の
客
制
的
物
理
性
の
剖
和
が
見
ら
れ
る

も

ω
で
ゐ
る
が
、
之
れ
い
ピ
全
然
同
じ
も
の
が
、

動
州
物
川
計
に
山
酬
は
っ
て
居
る
ご
い
ふ
川
り
が
部
資
で
あ
る
。

例
へ
ば

も
、
ダ
ー
ク
イ
ン
に
し

τも
、
此
見
方
か
ら
自
然
美
を
論
じ
て
居
る
や
う
で
め
る
。
然

L
吾
々
が
耳
目
を
通
じ
て

T
U
F
ギ
W

侠
(
一
八
六
九
)
は
烏
州
知
勿
毛
的
色
彩
仁
於

τ、
フ
オ
ン
、

ワ
ッ
ア
ン
ウ
'
イ
ル
(
一
入
七
九
)
は
申
出

ω麹

ω上
ω線
設
等
の
配
白
色
彩
に
於

τ、
恰
い
μ

も
制
世
出
家
が
伴
土
地
ハ
リ
の
優
秀
な
る
配
合
、

的
所
前
美
的
法
則
の
質

在
を
立
詮
し
た
。

川

y
ア

1
(

八
九

O
)
は
花
り
色
己
葉
山
り
色
正
の
配
合
、

又
は
花
の
中
の
利
々
の
一
色
彩
の
組
合

諭

昔ま

生
物
由
美
的
語
化

第
二
十
回
巻

第

蹴

せ
に
於
工
同
じ
も

ωを
後
見
し
て
居
る
。

削
も
単
に
決
然
ご
認
め
得
ら
る
、
美

L
い
ご
か
好
も
し
い
ご
か
の
性
質

で
は
な
(
、
般
密
な
る
意
味
で
の
美
性
が
生
物
慨
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

一一
生
物
慨
仁
於
け
る
美
の
起
源

地
球
上
に
現
は
れ
た
最
初

ω生
物
的
性
質
か
ら
考
へ
れ
ば
、
生
物
般
に
於
り
る
右
の
や
う
な
美
性
は
、
決
し
て

生
物
山
現
内
常
初
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
な
(
、
進
化
川
途
中
に
漸
次
俊
民
L
洗
鋭
せ
ら
れ
来
っ
た
も
の
で
ゐ
る
。

今
ξ
ω
H
川
剛
山
的
諮
拙
田
正
す
可
、
き
訓
貨
の
ニ
三
守
来
げ
て
見
ゃ
う
。
第
一
生
物
閥
的
幼
期
に
は
刷
先
の
性
一
質
が
則
は

れ
る
の
が
通
則
で
ゐ
る
が
、
比
時
代
的
形
態
や
色
彩
は
祁
仁
親
よ
h
，
u
b
術
開
平
で
一
向
美
し
〈
な
い
も
の
で
あ
る
o

第
二
に
は
、
現
在
地
球
上
に
津
山

ωm狐
が
見
ら
れ
る
抑
制
聞
の
生
物
を
選
ん
で
よ
く
研
究
す
れ
ば
、
ュ
、
の
中
執
れ



論

議

生
物
白
義
的
越
化

第
二
十
問
答

第

続

四

が
最
も
班
先
に
迩
き
性
質
壬
ゐ
る
か
を
縦
定
し
得
品
。
例
へ
ば
今
世
界
か
ら
汀
伶
和
的
燕
を
蒐
集
し
て
審
か
に
そ

の
色
彩
を
吟
味
可
れ
ば
、
地
味
な
一
決
州
問
色
に
柿
色

ω
縞
の
ゐ
る
ア
ヘ
η
ノ
カ
産
ゆ
一
一
州
を
原
料
ご
し
て
荒
涼
の
ゐ
ゐ

る
こ
ご
が
山
家
る
。
諸
竿

ω知
に
は
現
今
鮮
亦
色
な
る
も
の
、
主
円
総
色

ωも
の
、
或
は
県
白
、
内
総
、
青
白
の
美

P

一- ，

黒
色
白
色

χ
は
赤
色
的
鮮
美
な
配
合
を
有
す
る
諮
問
ゃ
、
美
し
い
紫
色
り
米
倒
産
組
ま
で
内
秩
序
の
る
進
化
を
辿

斑

ee呈
す
る
も
の
等
が
ゐ
る
が
、
偽
色
に
濃
州
向
色
の
縞
ゐ
る
市
米
産
一
加
が
最
初
の
型
F
ゐ
品
。
其
仙
術
同
様
な

yo
例
を
求
h
U

れ
い
ば
何
科
で
も
ゐ
る
が
.
要
す
る
に
生
物
憾
の
美
は
他

ω
諸
性
質
ピ
同
級
に
夫
々
特
川
仰
の
進
化
道
税

を
経
て
今
日
の
航
路
に
到
法

L
た
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
宅
も
疑
な
い
o

然
ら
ば
品
品
川
一
方
的
進
化
は
如
何
な
る
機
構
に
よ
っ
て
促
進
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
い
ふ
問
削
が
辿
る
。
何
事

を
も
宗
教
に
結
合

L
て
説
明
し
た
中
附
犯
科
印
刷
干
の
油
断
法
に
よ
っ
て
か
、

グ

1
-ア
や

P
ン
ヰ
の
時
代
印
ち
前
宇
紀
の

中
頃
ま
で
も
、
此
問
凶
を
唯
紳
の
賦
興
し
た
る
録
性
ピ

L
て
説
明
し
て
居
h
‘

ダ
ー
ク
イ
ン
的
淘
汰
訟
が
山
る
ま

で
何
人
も
之
を
科
皐
的
に
取
悦
は
う
ど
し
な
か
っ
た
り
で
あ
る
。
而
し

τ
r
!
?
イ
ン
の
自
然
美
蹴
な
る
も
の
は

極
瑚
流
っ
ぽ
い
、
事
ゐ
冷
陥
に
過
ぎ
る
位
の
も
の
で
、
向
然
田
町
に
眼
「
必
要
」
の
み
を
承
認

L
た
考
で
ゐ
る
。
郎
も

花

ω形
及
び
色
彩
は
、
設
問
苅
ご

L
τ
花
粉

ω媒
介
を
な
す
日
比
品
川
の
限
に
つ
一
吉
H
劫

3
も

ωを
例
然
に
生
じ
た
の

v
・

遁
者
残
存
山
理
に
J

O
て
子
孫
合
抑
制
打
、

代
々
之
を
紋
越
し
て
-
次
第
に
今
日
の
有
税
ま
で
美
化
上
一
来
っ
た
己
い
よ

の
で
あ
る
o

次
に
蝶
の
遡
や
烏
の
濁
毛
叉
は
一
背
獲
の
美
L
さ
は
、
此
等
の
動
物
が
配
偶
者
川
越
探
に
際
し
少
L



で
も
美
し
き
方
を
採
ら
う

Z
す
る
こ
芭
に
基
づ
い
て
長
年
月
の
聞
に
起
っ
た
己
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
此
自
然
淘

汰
、
雌
雄
絢
汰
の
附
字
誌
は
人
の
知
る
如
く
蛍
時
の
間
千
春
か
ら
多
大

ω歓
呼
を
以
て
迎
へ
ら
れ
、
之
で
生
物
界
の
美

の
起
川
酬
を
了
解
す
る
じ
充
分
で
ゐ
h
、
お

L
之
に
よ
っ
て
説
明
出
来
虫
尖
が
あ
る
な
ら
ば
そ
れ
は
看
る
人
聞
の
主

指
摘
し
た
事
者
も
め
っ
た
o

例
へ
ば
ポ
ン

然
し
一
方
じ
は
叉
夙
く
か
ら
此
設
の
故
防
を

-一ア

1
は
見
識
に
訪
は
る
、
こ
ご
の
少
い
花
で
も
中
々
美
麗
な
も
の
が

制
的
心
理
に
過
ぎ
な
い
Z
断
定
す
る
こ
己
に
な
っ
た
の
で
め
る
が
、

相
仲
山
ゐ
る
こ

F
V』
見
つ
付
出
し
て
局

ι。
AL--LU卜

4

己
}
名
通
ら
ト
上
回
出
二

h
r
T
E

E
-
自

H
意引
U

斜
均

4

自
動

一
般
有
力
に
右
内
淘
汰
設
を

否
定
す
る
や
う
な
劫
貨
が
紛
々
正
現
は
れ
た
。

郎
も
動
物
の
戚
脱
却
生
理
が
次
第
に
訓
貸
せ
ら
品
、
に
件
ひ
、

見
1M 

は
殆
ん

Y
一
色
白
に
等

L
U
税
力
を
有
つ
ψ

-

ご
や

花
や
配
偶
者
を
探
す
に
は
副
党
に
依
山
中
し
て
大
部
分
的
明
党
に

油
田
う

τ居
る
こ
正
、

訓
相
毛
ピ
か
背
蝶
=
か
め
所
甜
第
二
次
性
的
性
質
は
質
際
鳥
獣
の
配
偶
選
持
に
骨
回
ワ
て
重
大
な

る
役
目
を
持
た
れ
制
こ
ご
、

換
言
す
れ
ば
人
間
が
英

L
ν
z
L
rし
賞
め
る
や
う
な
雌
雄
が
必
ム
ず
し
も
動
物
仲
間
で
は

車
内
ば
れ
な
い
事
質
等
が
明
ど
な
っ
た
。
之
は
共
筈
で
、

ダ
ー
ク
イ
ン

ω時
代
に
は
動
物
心
班
血
中
未

r削
る
幼
稚
で

あ
っ

τ、
他
動
物
が
何
山
位
賢
い
正
十
ふ
三
ご
が
解
ら
十
、
皆
人
間
ご
同
等
に
・
議
中
央
限
を
共
有
す
る
も
の
ご
盲
叫
剛

[
て
か
、
っ
た
の
で
あ
る
o

可
〈
臨
荊
剛
院
鵬
酬
鵡
豹
叫
判
断
向
山
如
き
雌
雄
共
に
美
し
い
動
物
は
ど
う
説
明
I
て
よ
い
か
o
タ'

1'
ウ
ノ
ィ

y

Z
M時
に
自
然
淘
汰
設
を
忠
ひ
つ
い
た
h
y
ォ
レ

1
λ

は
此
等
を
却
て
簡
単
に
向
然
向
汰
ピ

L
て
取
扱
つ

イ
L

居・る
o

即
も
病
衰
せ
る
動
物
的
色
彩
が
強
他
な
る
も
り
よ
h
も
弱
く
且
つ
汚
い

Z
い
ふ
貼
に
語
以
し
て
、
色
美

論

1陪

生
拘
由
美
的
諮
牝

第
二
十
凹
容

~ 

腕

n. 

. " 
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生
物
由
美
的
能
化

弘
二
十
回
答

』叫

都

品虎

， 

し
さ
仰
純
の
子
孫

ωカ
が
残
存
率
が
多
(
、
之
に
よ
っ
て
絢
汰
が
起
る
ご
主
張

L
た

ωで
ゐ
る
が
、
然

L
之
で
は

親
以
上
に
美
し
(
な
る
こ
ど
の
説
明
仁

U
な
ら
泊
。
夏
に
そ
れ
よ
L

り
も
も
う
ご
岐
本
の
問
題
己

L
t
、
淘
汰
毛
の

も
の
が
決
し
て
生
物
の
天
性
を
移
勘
せ
し
め
得
る
も
の
で
な
い
と
云
ふ
副
賞
い
か
立
鐙
せ
ら
れ
、
小
鶴
岡
坊
を
積
ん
で

次
第
に
大
な
る
荒
還
を
生
悲
し
む
可
量
管
力
が
、

グ
ー
タ
イ
Y

嘗
時
考
へ
ら
れ
た
る
如
〈
に
明
確
に
認
め
ら
れ
な
温

〈
な
っ
た
か
ら
、
美
的
進
化
的
機
構
も
亦
此
等
掬
汰
設
に
よ
っ
て
は
何
等

ω説
明
を
も
典
へ
ら
れ
副
こ
ピ
仁
な
っ

て
7
J
O
K

。

長
年
月
に
豆
り
甚
に
周
剖
に
蒐
集
せ
ら
れ
た
材
料
に
基
づ
き
、

最
も
綿
密
に
考
案
せ
ら
れ
た
拘
汰
説
が
、

本
間

題
に
ご
っ
て
唯
一
一

ω具
間
的
説
明
で
ゐ
っ
た

r
u、
此
説
倒
れ
て
以
後
り
空
巾
叫
が
切
自
に
成
山
ぜ
ら
れ
る
。
現
令
官

々
は
他
人
か
ら
、

動
Mm物
が
如
何
に

L
て
か
〈
美

L
〈
な
っ
た
が
正
質
問
せ
ら
れ
て
も
、

之
に
答
ふ
る
術
を
如
ら

な
い
の
で
あ
る
。
底
地
進
化

(
O
昆
百
な
ロ
自
国
)
の
考
を
抱
〈
論
者
は
、
生
物
慨
に
元
か
ら
次
第
に
美

(
次
第
に

完
全
に
進
ま
ん
と
す
る
大
方
針
が
備
は
っ
て
活
る
ご
説
〈
げ
れ
ど
も
、
之
は
全
〈
哲
向
学
的

ω仙
川
粋
で
、
決

L
工
科

問
中
上
の
H

叫
帥
眼
的
説
明
で
は
な
い
。
然
し
考
へ
て
見
れ
ば
、
生
物
性
質
り
進
化
が
如
何

L
て
起
た
か
己
い
ふ
此
根
本

問
題
が
明
快
に
説
切
せ
ら
れ
る
頃
は
生
物
事
も
進
化
苧
も
も
は
や
終
末
で
あ
る
。
五
日
々
が
今
日
間
明
し
得
な
い
の

は
事
ん
賞
品
加
で
あ
る
。



動
物
色
彩
の
型
選

未
刊
」
何
等
説
明
り
手
が
、

h
を
得
な
い
の
で

め
る

美
的
進
化

ω出
帆
本
問
題
仁
一
闘
し
て
は
右
に
過
べ
た
通
り
、

一
炉
、
色
彩
形
態
又
は
一
背
蜂
そ
の
も
の
、
機
構
生
現
及
び
進
化
史
上
の
接
選
に
就
て
は
、

吾
人
の
知
識
が
院
に
ダ

J

、ノ

t
q
t
二
七
ノ

E
皆
る
上
、
さ
進
レ
J

見
し
舌
る
印
み
な
ら
す
、
之
一
-
よ
っ
て
義
き
に
可
な
b
議
論
の
紛
糾

佑

H
i
-
-
t
d
翠

ε

託

t
r
E，
)

l

ク
イ
ン

を
惹
き
越
し
た
諸
問
題
を
趨
宜
に
蕗
置
し
抗
日
る
正
思
は
れ
る
場
合
が
少
〈
な
い
の
で
あ
る
が

m
吋
在
の
ご
こ
ろ
此

知
識
を
池
嘗
に
整
理
し
て
論
じ
た
書
物
が

我
山
刊
に
は
勿
論
、

外
凶
仁
も
ゐ
ま
り
無
い
や
う
E
あ
る
か
ら
、

11 
は

-
次
じ
そ
の
要
制
を
述
べ
て
、
生
物
慨
が
付
す
る
或
特
性
を
此
機
品
闘
に
説
明
す
る
こ
正
に
し
皮
い
二
」
思
ふ
。
先
ヴ
動

物
の
色
彩
か
ら
始
め
る
ニ
ご
、
す
る
。

凡
号
動
物
の
色
彩
な
る
も
の
は
純
々
な
る
方
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ

τ居
る
。
郎
も
け
惜
の
空
間
の
組
織
の
反
対

。。
-o自
民
O
ロ
)
色
彩
、
玉
識
の
憾
の
美
し
さ
の
如

鳳
折
ド
ド
ょ
っ
℃
生
ず
る
柿
造
的
(
又
は
元
事
的
)
(
印
g
n
E
E
-

〈
-
見
る
方
向
に
よ
っ
て
色
を
奥
じ
す
る
場
合
等
は
之
で
あ
る
。
山
皮
膚
一
久
は
そ
の
産
物
化
る
羽
毛
等
に
茶
県
茂

亦
等
の
色
素
か
ゐ
っ
て
作
る
芭
二
ろ
の
色
奈
川
色
彩
(
百
四
B
E
E
-
n
o
g
E
Eロ
)
で
、
多
〈
の
動
物
の
場
合
が
之

)

ー

で
あ
る
ο

日
前
ニ
者
の
協
同
に
よ
る
も
の
・
例
へ
ば
孔
径
や
時
鳥
の
光
津
あ
る
色
彩
、
畑
色
素
を
故
主
宰
気
泊
が

入
れ
る
セ
め
の
純
白
、
例
へ
ば
臼
化
せ
る
鳥
獣
、
出
食
物
共
他
炉
ら
来
た
外
物
の
に
め
に
杭
色
し
て
見
ゆ
る
場

第

二

十

山

在

三

一

五

議

生
物
の
美
的
品
化

ト古
川 ，

，~!It: 

ヒ

'<1'0. 

l削



諭

議

生
物
。
美
的
組
化

第
二
十
聞
を

ハh

三

一

六

第

二

枕

合
、
附
へ
ば
紘
一
芝
、
食
っ
て
机
脚
色
を
呈
可
る
芋
品
川
拍
…
川
を
食
ひ
す
ぎ
て
責
(
な
れ
る
人
問
、
刈
羽
毛
が
絶
え
計
分

解
す
る
-
E
に
よ
り
て
粉
末
を
塗
み
れ
っ
か
せ
ぎ
場
合
、
例
へ
ば
ア
ク
ム
や
す
ギ
り
白
十
日
濁
毛
り
す
で
ゐ

る
O

そ
こ
で
、
此
等
の
色
彩
に
就
て
第
一
に
注
意
す
可
き
-
で
己
は
・
そ

ωポ
に
合
目
的
牲
の
認
め
ら
れ
る
も
の

L
〈
は
装
飾
の
た
め
に
役
立
つ
も
り
ど
、

ご
、
認
め
ら
れ
泊
も
の
が
あ
る
こ
じ
で
ゐ
る
。
換
言
す
れ
ば
該
動
物
慨
凶
生
理
上
防
護
ど
か
何
ご
か
の
た
め
、
蔚

一
向
そ
り
立
議
内
認
め
ら
れ
な
い

(MMOD-ω

一
間
口
出
日
早
)
も
の
ど
が
あ
る

の
で
め
る
o

之
は
何
故
主
あ
る
か
ご
レ
ム
ピ
、
似
与
に
色
素
的
色
彩
り
場
合
に
つ
い

1
説
明
す
れ
ば

.E次

ω如
〈

で
あ
る
。

胞
」
が
白
煙
中
に
取

h
込
み
、

質
を
ば
他
被
の
流
動
を
利
用
し

τ
一
局
郎
に
押
l
J

や
る
ご
か
組
織
巾
を
縦
杭
に
初
筏
す
る
白
血
球
の
如
き
「
倣
刺

一
克
茶
色
議
な
る
も
の
は
生
現
的
官
能
の
別
席
物
ご

L
1
血
的
活

L
〈
は
刊
別
世
物
か
ら
慨
中
に
蓄
積
す
る
老
燃
物

組

ω表
面
お

L
〈
は
腕
船
内
壁
に
近
く
迩
び
来
hJ
工、

北
一
世
陣
に
止
ま
る
ご
か
の
方

物
質
も
、
元
来
な
れ
ば
以
ご
し
て
初
出
せ
ら
れ
る
や
う
な
物
を
臨
刷
物
利
用
し
た
も
り
で
あ
る
。
此
四
に
よ
今
佐
々

法
で
老
泌
物
質
を

L
t
地
内
の
生
理
作
則
合
川
山
中
古
す
る
こ
己
J
か
ら
I
め
る
手
は
で
あ
る
o

魚
鱗
川
り
銀
色
を
な
す

同
一
却
の
動
物
で
も
病
気
共
他

ω惟
ω生
理
的
朕
況
に
よ
っ
て
、

皮
尉
に
生
千
る
色
素
に
盤
助
が
ゐ
る
。

-q一

昨

m

F
H
-
F
 

て
-
館
中

ω生
理
朕
磁
を
即
時
に
す
る
か
ら
で
あ
る
o

の
烏
肱
や
昆
識
が
綜
皮
や
海
技

ω高
低
に
よ
っ

t
色
彩
的
濃
淡
を
岡
山
仁
す
る
の
も
亦
各
地
の
相
川
股
や
お
気
仁
ょ
っ

深
が
や
洞
穴
内
山
動
物
が
無
色
で
あ
り
、

熟
務
的
魚
や
鳥
が

， ， ， 



強
烈
な
る
色
彩
を
墨
す
る
の
も
亦
同
理
で
あ
る
。

然
る
に
誌
に
生
物
界
に
通
有
す
る

一
特
性
ご
し
て
、
「
機
命
日
あ
る
ん
旬
に
物
質
を
縦
渋
的
に
鴨
川
し
、

然
立
義
の
性

質
を
有
意
義
に
越
真

L
ゃ
う
ご
す
る
」

傾
向
が
ゐ
る
(
之
を
似
に
合
目
的
川
崎
化
的
法
則
己
呼
ぷ
)
0

そ
こ
で
此
場
合

--'b、
生
理
事
的
官
能
り
不
胤
副
庫
物

hvo色
素
雌
献
に
基
づ
く
右
色

出
向

R
O
B
-
o
E
Z
E
d
)

を
合
目
的
色
彩

(]vze
。ω{〈
刊

の

o-
。
E
Z。ロ)

に
帥
判
別
す
る
こ
ご
が
胎
ま
る
。

例
へ
ば
羽
毛

ω白
色
ご
な
る
こ
ど
は
同
時
に
多
怨
に

射
し
て
健
椛

ω保
持

ω畑
仕
な
L
、
反
扮
に
色
掃
な
多
〈
集
め
る
こ
ど
が
限
を
作
る
に
役
立
っ
た
h
旬
、
紫
外
線
の

透
入
を
防
向
、
-
」
ご
に
な
っ
た
hp
す
る

(
ヒ
ラ
メ
を
水
卿
じ
養
ひ
上
方
を
一
崎
く
し
下
方
か
ら
光
を
嘗
て
る
ご
、
壮
一
山
ご

は
反
封
の
側
仁
色
栄
が
集
合
す
る
)
O

蛙
の
剥
が
川
沿
い
色
素
を
卵
山
上
面
に
添
へ
て
産
み
出
す
ご
、
之
仁
ょ
っ

J

し
卵

や
削
附
斗
が
太
陽
の
熱
を
放
牧
す
る
に
都
合
好
〈
な
る
。
縦
の
日
中
仁
蓄
積
す
る
赤
や
M

訟
の
色
素
は
親
鳥
が
飢
を
典

へ
る
正
き
に
.

口
の
中
心
を
見
易
か
ら

L
め
る
o

此
等
は
皆
見
様
仁
よ
っ
て
は
態
々
共
目
的

ωた
め
に
色
素
が
製

治
せ
ら
れ
る
ご
思
は
れ
る
程
も
巧
妙
に
合
目
的
に
時
加
せ
ら
れ
工
居
る
。

究
に
は
此
色
素
が
品
初
出
鱈
目
じ
皮
下
に
集
合
し
た
も
の
が
、

次
第
に
動
物
内
各
局
性
に
特
有
な
る
斑
紋
線
傑

を
作
る
や
う
に
集
散
配
列
す
る
こ
ご
、
な
る
、
蝶
や
蛾
の
遡
の
美

L
V
斑
紋
は
未
に
畑
地

ω柔
軟
な
聞
に
血
管
を
絞

て
加
知
的
各
部
に
分
配
せ
ら
れ
た
色
系
胤
料
物
質

(
O
E
E
O問
Z
)
ご
昨
来
正
が
相
作
用
L
て
作
る
も
の

t
あ
ち
、

騰
の
羽
制
的
斑
紋
は
此
判
明
の
生
え

τ来
る
頃
に
霊
山
花
に
血
M

雌
の
差
が
め
っ
て
羽
毛

ω根
毛
に
注
入
す
る
色
素

ω盆
に

U} 

批

Jr.. 

第
二
十
四
血
管

4二

草主

論

生
物
の
美
的
結
吐

" 



議

生
物
白
美
的
越
化

部
二
十
四
幸

6満

ノ、

第

掛

O 

不
岡
が
あ
る
た
め
に
出
来
る
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
そ
れ
等
は
皆
山
鯨
日
で
は
な
(
τ
、
遺
僧
ご
し
て
各
の
荷
類

に
定
ま
っ
た
色
雌
を
作
、
り
出
す
の
で
あ
る
。
卵
か
ら
卿
化
し
た
ば
か

h
で
銀
色
透
明
な
る
幼
品
川
に
始
め

τ色
素
が

生
す
る

Z
E
.
そ
の
位
泣
は
極
氾
主
将
剣
山
で
も
脅
特
色
が
あ
り
、
専
門
目
訴
は
直
ち
に
柿
名
を
鑑
定
し
得
る
位
に

精
確
で
あ
る
o

五
口
々
は
今
日
の
蕗
是
等
の
色
素
を
ば
一
々
合
目
的
性
ご

L
て
説
明
す
る
-
て
え
品
川
来
的
制
が
、
偶
然

的
な
る
色
素

ω配
列
を
動
物
各
柿
胤
の
遺
体
的
特
性
ご
[
て
有
意
義

ω雌
紋
に
雌
べ
換
へ
て
利
川
し
ゃ
う
正
す
る

原
迎
(
似
り
に
色
彩
沈
州
酬
の
法
則
正
呼
ん
で
泣
〈
)
は
阪
に
比
附
に
認
め
ら
れ
る
の
で
ゐ
る
o

北
(
如
何
に

Lτ
起
る

か
は
前
章
に
越
べ
た
如
〈
吾
ゐ
が
説
明

L
符
5
る
事
で
め
る
が
、
此
色
彩
洗
銀
に
よ
っ
て
最
初
全
身
汚
褐
色
で
ゐ

っ
た
動
物
が
次
第
に
切
除
な
る
僚
的
械
を
現
は
す
や
う
に
な
h
一
真
に
此
保
線
が
プ
ヅ
プ
ツ
切
れ
J
L
W
a
紋
を
作
る

稀

に
は
最
初
よ
ι
リ
斑
紋
ご
し
て
作
ら
る
、
こ
ご
も
あ
る
が
)

こ
ご
は
、
現
在
桜
息
す
る
各
相

ω動
物
を
研
究
す
れ

ば
、
直
も
に
明
瞭
E
な
る
こ
ビ
で
あ
り
、

ヨ
」
の
色
彩
進
化
が
先
つ
開
始
せ
ら
る
、
中
心
紡
を
館
中
に
数
釣
指
摘
し

得
る
場
合
も
腿
ゐ
る
o

(
動
物
の
班
紋
は
皆
左
右
相
相
酬
の
整
一
止
な
る
も
の
で
、
犬
猫

ω雑
析
に
見
る
出
桝
目
の
現

知
は
野
律
相
で
は
橋
少
く
、

ク
ス
タ
ス
ご
い
ふ
わ
削
米
産
の
小
川
拙
〈
ら
ゐ
の
も
の
で
あ
る
)
。
而
[
て
此
洗
銀
の
進

行
に
つ
れ

τ保
紋
や
地
色

ω美
的
側
砧
仰
が
加
へ
ら
れ
、
美
術
家
的
戚
嘆
掛
か
ぎ
る
闘
案
や
配
合
が
山
市
小
上
る
。
時

仁
又
再
び
此
的
時
的
制
な
'O
斑
紋
な
与
を
撤
回
[
て
再
び
加
拠
地
若
し
〈
は
一
一
一
色
一
ω
優
美
な
る
配
合
に
週
中
る
場
合
も

あ
る
。
獅
子
の
仔
や
丹
況
の
雛
一
伊
賀
川
向
色
に
褐
班
を
持
つ
こ
ご
は
、
印
も
彼
等
り
組
先
が
斑
紋
を
持
つ

τ居
た
こ

' 



t
り
謹
で
ゐ
る
o

緒
、
袋
、
喰
火
鶏
の
仔
も
亦
偽
色
の
縦
線
全
有
つ
時
期
が
あ
る
。

然
る
に
蕊
仁
今
一
つ
勤
物
色
彩
後
退
一
の
進
路
を
定
む
る
法
則
が
ゐ
る
。
そ
れ
は
動
物
的
色
彩
を
な
喝
べ
〈
周
園

の
色
彩
に
合
致
せ
し
め
や
う
正
す
る
原
則
(
環
境
合
致
の
法
則
正
悦
稗
ず
る
)
で
ゐ
つ

τ、
総
菜
の
上
に
止
ま
る
昆

識
や
蛙
蛇
又
は
烏
に
は
緑
色
な
る
も
の
が
多
〈
、
(
濠
洲
に
は
叫
脚
色
な
る
蟻
ゐ
り
て
枯
集
や
樹
幹
に
附
〈
動
物
ぷ

は
則
同
色
な
も
の
が
ゐ
b
・
海
草
の
聞
に
悼
憎
む
も

ω
に
は
総
褐
色
の
も
の
が
多
い
の
は
郎
も
此
結
旧
端
で
あ
る
。
往
々

色
素
細
胞
(
色
素
を
抱
へ
て
皮
下
に
古
都
ち
居
れ
る
白
血
球
従
細
胞
)
の
伸
縮
に
よ
b
て
短
時
間
り
聞
に
儒
色
を
磁
ヒ

得
る
も
の
が
心
つ

τカ
メ
レ
オ

y
、
た
こ
、
え
び
若
し
く
は
或
純

ω魚
類
に
其
好
例
が
あ
る
。
熱
帯
に
は
過
ぎ
行

〈
需
の
影
に
さ
へ
も
臆
じ

τ綾
色
す
る
税
鋭
敏
な

ω
が
あ
る
が
、
此
等
は
す
べ
て
色
素
細
胞
ご
中
枢
榊
経
系
て
が

二
次
的
漣
締
を
生
じ
て
、
脳

ω命
令
に
よ
っ
て
辿
に
畿
色
し
得
る
こ
と
に
な
っ

τ居
る
。
長
吉
進
化
的
聞
に
棲
息

如
何
な
る
生
理
作
用
で
之
が
趨
る
の
か
一
切
不
明
で
あ
る
が
、

場
所
吉
岡

ι色
彩
に
麗
色
ず
る
場
仕
に
は
、

ie 
ヲ

援
化
す
る
こ
ご
は

4
貨
で
ゐ
る
。

幅
捌
〈
の
如
〈
動
物
健
り
色
杉
を
審
美
的
法
則
に
よ
(
Aロ
ム
程
に
美
し
〈
、
若
し
く
は
周
闘

ω色
正
一
致
す
る
様

ド
進
化
せ

L
的
行
〈
閉
じ
も
・
必
要
に
感
じ
て
此
僚
紋
色
彩
を
成
る
可
〈
合
目
的
に
利
用
せ
ん
正
す
る
傾
向

ωあ

る
こ
ご
は
、
先
に
述
べ
た
泌
与
、
生
物
飽
り
特
州
H
4
し
て
誠
仁
首
然
的
こ
ご
で
、
比
一
結
川
市
自
然
掬
汰
説
以
来
世
人

の
熟
知
す
る
保
謎
色
・
擬
腿
等
り
現
総
が
生
じ
た

ω
で
ゐ
る
が
、
之
に
就
工
は
別
に
説
馴
す
る
必
要
は
な
か
ら

第
二
十
四
容

iL 

務

腕

設

i満

止
胸
由
美
的
通
化

。d



諭

議

生
物
白
美
的
晶
化

第
二
十
凹
巷

。

第

蹴

ぅ
。
欧
洲
戦
乱
の
際

P
E
E
P問
。
の
名
を
以

τ呼
ば
れ
た
軍
艦
や
兵
器
の
怪
奇
な
る
彩
色
訟
は
、
保
誰
色
の
一

栂
で
従
来
動
物
事
上
の
O
R
B
-
E
同
ぜ
か

O
F
E宵
日
を
巴
O

E
か
の

s?を
冠
[
て
呼
ん
で
居
た
彩
色
を
動
物
皐
者
の
忠

告
仁
ょ
っ

τ採
用
し
た
も
の
で
ゐ
る
。
ク
ォ
レ
!
z
は
花
の
形
に
似
た
昆
踊
が
花
の
中
に
待
伏
せ
し
て
餌
を
捕
へ

る
場
合
を
ば

〉
ロ
ロ
民
ロ
四
円
。
一
。
『
ωEou

ご
呼
ん
に
o

爪
嵯
産

ω
蜘
妹
に
、
木

ω葉
の
上
に
座
っ
て
居
る
所
を
如
何

程
近
つ
い
て
熟
糊
し
で
も
新
に
護
れ
た
鳥
糞
吉
し
か
見
え
ぬ
も
の
が
ゐ
る
。
北
(
他
サ
ボ
一
プ
Y

に
似
た
僻
也
、
枯
葉
に

似
た
峨
等
も
官
官
名
で
ゐ
る
が
、
動
物
同
士
山
で
甲
乙
相
似
る
場
合
企
擬
越
正

ν
ム
に
謝

Lτ
、
右
の
如
〈
自
然
物
に

見
擬
ふ
場
合
を
エ

V

ツ
が

]vumE凶
O
E
一目一

q可
i

ピ
命
名
し
た
こ
正
が
め
る
ο

要
す
る
に
此
等
は
総

τ値
り
生
理
的

扶
践
に
よ
っ

τ生
す
る
色
素
を
ば
、
最
も
巧
妙
に
合
目
的
に
樽
則
し
た
る
現
象
ご
調
つ

τよ
い
。

四

美
的
進
化
ご
合
目
的
轄
化
の
匪
別

ダ
!
?
イ
ン
一
振
が
信
じ
た
如
〈
、
総
て
の
動
物
が
吾
々
人
間
ピ
同
様
な
審
美
肌
を
有
し
‘
吾
々
の
如
く
容
色

の
美
を
喜
ぶ
も
の
ご
考
へ
る
な
ら
ば
、
生
物
り
美
的
進
化
も
亦
生
活
り
必
要
に
膳
4
7

る
合
目
的
油
脂
正
解
秤
し
て

平
然
に
hJ
得
る
で
ゐ
ら
う
が
、

壬
れ
に
は
吾
々
は
も
は
や
俄
ち
仁
よ
〈
動
物
の
心
理
を
諒
解
L
た
の
で
あ
る
。
而

し
て
吾
々
は
不
幸
に

L
て
玉
虫
鴛
鷲
械
業
烏
等
が
彼
美
し
い
斑
紋
湖
毛
を
如
何
な
る
生
活
方
怯
仁
刺
周
し
っ
、
ゐ

る
か
を
剣
ら
必
の
で
あ
る
。
従
つ

τ吾
身
は
A
T
の
と
こ
ろ
そ
れ
等
を
「
美
へ
向
つ

τの
準
化
」
芭
阪
総

L
寵

f
ω
外



~ 

は
な
い
。
岡
伎
な
る
美
的
進
化
の
場
合
は
柿
幾
ら
で
も
め
る
。
鯨
の
類
仁
は
純
白
な
る
も
の
、
黒
白
染
め
分
り
の

も
の
、
又
は
諜
地
仁
白
蛇
目
山
大
き
な
模
様
の
ゐ
る
も
の
が
あ
る
が
、
皆
単
に
極
の
特
性
己
考
へ
ら
れ
る
。
海
中

に
美
し
い
燐
売
を
放
っ
動
物
が
津
山
ゐ
つ

τ、
或
も
り
は
(
例
へ
ば
イ
カ
)
は
之
e

智
雄
雄
閥
の
信
肱
に
用
ひ

τ居
る

ら
L
ハ
ー
が
、
大
多
数

ω
場
合
は
そ
の
目
的
が
解
ら
十
、
軍
に
生
理
率
的
現
象
的
副
作
用
ピ
認
め
ら
れ
て
居
る
。
ま
s

在
、
貝
殻
じ
は
脱
I
甚

r美
麗
な
る
保
紋
を
見
る
が
・
泥
中
に
撚
む
ア
サ

y
eカ
ヒ
で
も
、
生
時
金
〈
肉
中
に
隠
れ

て
居
る
タ
カ
ラ
ガ
ヒ
で
も
、
敵
に
も
味
方
に
も
見
え
る
色
刷
加
で
な
い
の

rか
ら
果
し
て
何
の
た
め
の
美
で
ゐ
る
か

全
然
解
ら
旧
制
。
曾
て
ダ
!
?
ィ
ン
一
誠

ω牟
者
も
之
に
は
窮
し

τ、
そ
れ
を
唯
偶
然
の
-
】

z
r
t説
明
し
て
居
る

が
偶
然
に
し
て
は
少
し
美
し
す
ぎ
る
o

駿
河
川
間
の
沖
合
数
千
尺
の
海
底
に
ユ
メ
ナ
マ
コ

t
τ
t
A染
棋
此
慨
も
及
ば
ぬ

豊
富
紅
色
彩
を
も
っ
た
沙
喫

ω
一
日
測
が
棲
ん
で
居
る
が
、
永
久
の
暗
黒
田
介
た
る
此
深
海
で
、
果
し
て
何
に
役
立
つ

で
あ
ら
う
か
o

今
日
の
所
吾
々
は
秋
の
山
を
飾
る
紅
葉
忠
実
し
吉
正
共
に
、
盟
-
に
健
の
生
理
牟
的
品
由
化
炉
ら
来
る

結
果
に
ピ
考
ふ
る
の
外
は
な
い
。
然
[
な
が
ら
そ
れ
が
保
護
ご
か
蕃
殖
ご
か
の
必
要
以
上
に
美
〈
な
っ
て
居
る
司
}

ピ
も
疑
な
き
事
貨
で
あ
る
(
私
は
之
を
般
か
に
美
的
進
化
の
法
則
ご
呼
ぶ
)
。

此
利
益
効
用
を
超
越
し
た
る
美
的
進
化
を
認
め
待
な
か
っ
た
、
め
に
ダ
!
?
ィ
ニ
ズ
ム
論
者
が
甚
だ

L
レ
泌
乱

に
陥
っ
た
例
は
、
決

Lτ
貝
殻
の
場
合
ば
か
ち
で
な
い
。
例
へ
ば
馬
や
騎
馬
の
組
先
は
禍
色

ω地
色
に
少
許
の
田
市

僚
が
横
走
す
る
色
彩
で
ゐ
っ
た
の
が
、

一
方
で
は
牢
沙
漠
草
原
の
生
活
に
謝
す
る
越
路
Z
し

τ
(
恰
か
も
獅
子
や

草E

臆

生
物
白
義
的
越
化

第
二
十
四
巻

第

量量



論

革、

止
物
¢
美
的
並
化

軍
ニ
寸
四
巷

四

t事

跡

山
相
舵
の
如
〈
)
淡
川
畑
色
草
色
の
、
現
今
の
亜
細
亜
高
原
産
野
生
純
正
な
h
、
他
方
で
は
美
的
進
化
ご
[
て
白
地
に

巣
線
の
あ
る
美
し
い
班
馬
ま
で
に
迷

L
た
の
で
ゐ
る
が
、

ゴ
ル
ト
ン
は
斑
馬
の
場
合
を
b
通
臨
時
子
し

τ説
明
せ
ん

一
炉
骨
岬
め
に
、
星
月
夜
で
は
彼
の
縞
が
丁
度
樹
の
影
に
見
ゆ
る
正
一
五
っ
て
居
る
。
然
!
?
日
中
や
月
夜
に
は
ど
う
す
る

か。
或
卒
者
は
キ
リ
ン
の
長
大
な
附
加
を
立
枯
れ
の
大
木
に
似
せ
た
も
の
ご
考
へ
、
馬
来
狭

ω白
黒
的
色
彩
七
水
の
よ

制
れ
た
河
原
に
仙
聞
か
る
況
塊
£
そ
の
影
に
似
ぜ
た
も
の
正
い
ふ
o

セ
イ
ヤ

1
ピ
い
ふ
卒
者
は
何
で
も
皆
カ
今
ラ

ー
ジ
に
持
つ

τ行
か
ね
ば
気
が
踏
ま
な
か
っ
た
。
頁
に
消
箱
な
の
は
、
今
日
中
母
校
等
で
も
激
へ
て
居
る
枇
自
戒
色

(
戸
弓
h
Rロ
山
口
刊
の

o-OB民
自
)

の
場
合
で
ゐ
る
。
削
も
街
力
な
る
武
器
や
非
常
な
悪
臭
70
と
他
動
物
の
嫌
が
る
防
護

方
法
を
具
へ
た
動
物
は
、
入
港
ひ
で
攻
撃
せ
ら
れ

τは
自
他
共
仁
迷
惑
で
ゐ
る
か
ら
己
て
、
鮮
美
な
色
彩
を
以
て

強
め
之
を
警
告
す
る
を
い
ふ
の
で
ゐ
る
が
、
之
は
誠
に
出
射
し
た
説
明
で
、
府
貝
際
は
そ
う
ー
な
い
。
少

L
も
恐
る
可

き
相
手

ωな
い
比
等
の
動
物
下
、
は
保
護
色
三
し

τ合
目
的
酬
明
化
を
な
す
必
要
が
皆
無
で
お
る
か
ら
、
色
刷
。
は
尖
的

方
而
に
向
ひ
思
ム
存
分
じ
進
化
し
行
っ
た
と
考
へ
る
可
き
も
の

t
ゐ
ら
う
。

今
一
つ
の
法
則
印
も
動
物
の
色
M
O
が
周
囲
の
そ
乱
正
合
致
せ
ん
ご
す
る
傾
向
ゐ
る
ニ
ζ

を
認
め
得
な
か
っ
た
、

め
に
M
M
!
?
f
ニ
ズ
ム
論
者
的
陥
っ
た
混
乱
が
あ
る
c

ダ
!
?
ィ
ン
は
そ
れ
等
を
総
L
保
謎
色
ご
し
て
説
明
し
て

居
た
の
で
ゐ
る
が
、
川
田
し
徐
に
到
つ

τ質
地
の
槻
察
者
か
ら
之
を
襲
撃
す
る
敵
が
往
々
色
彩
以
外
的
兆
候
に
よ
る

こ
ご
が
知
ら
れ
て
来
た
。
緑
集
の
上
に
止
ま
る
緑
色
な
る
幼
児
過
は
専
ら
腕
力
に
訴
へ

τ捜
索
す
る
人
聞
に
到
し

a 



れ
い
引
け
れ
|
作
わ
れ
わ
れ
」
1

て
の
み
完
舎
な
る
保
雄
で
あ
る
ο
ま
た
ダ
ー
ク
イ
ン
の
時
代
に
擬
抽
出
E
考
へ
た
二
利
の
動
物
が
後
に
到
っ
て
、
質

-
際
は
会
h
M

別
の
地
方
に
桜
み
、
甲
の
居
る
一
方
で
は
乙
が
居
宇
、
他
方
で
は
甲
の
代
h
に
乙
が
棲
む
ご
い
ふ
事
賞

が
明
ご
な
っ
た
の
で
、
或
論
者
は
之
を
繍
縫
し
て
、
昔
は
両
地
己
も
岡
純
岡
崎
に
梼
ん
で
居
た
の
が
、

一
方
で
は

乙
他
方
で
は
甲
が
偶
然
絶
滅
し
た
の
に
ら
う
ご
説
明
L
た
が
、
気
候
立
(
他
生
活
保
件
の
同
一
な
る
地
方
で
は
呉
服
，

の
動
物
で
も
生
理
問
中
的
批
山
叫
が
同
一
で
あ
る
結
果
相
類
似
し
ロ
色
彩
を
生
す
る
ニ
ピ
も
不
合
理
で
な
い
か
ら
、
色

や
形
が
一
致
す
る
か
ら
直
「
に
保
謎
色
に
挺
態
v
h
E
速
断
Lτ
は
じ
り
な
い
。
勿
論
保
謎
色
正
レ
ふ
こ
・
乙
は
動
物

回
押
に
甚
だ
北
同
日
池
な
現
象
で
あ

b
、
時
に
他

ω頗
る
面
倒
な
手
段
を
以
工
ま
で
之
合
企
て
、
居
る
。
例
へ
ば
南
米
の

森
林
に
棲
む
ナ
寸
グ
弔
ノ
で
は
毛
仙
一
先
さ
じ
細
い
裂
日
が
め
っ
て
-ν

、
に
藻
類
が
附
着
蕃
殖
l
、
枝
か
ら
眠
制
霊
[

て
居
る
附
に
動
物

ω健
ど
は
見
え
や
'
に
い
{
口
茶
L
た
川
川
幹

ω如
〈
に
見
え
る
。
而
し
て
毛

ω裂
日
の
形
も
そ
こ
に
附

着
す
る
柑
聞
の
純
類
も
ナ
マ
ゲ
毛
ノ
の
抑
制
問
に
よ
っ
て
一
定
L
て
居
る

Z
の
事
で
あ
る
。
卸
も
周
回
の
色
に
似
ゼ
て

姿
を
晦
ま
す
こ
ぜ
は
非
常
に
多
い
こ
ど
で
あ
る
か
ら
、
保
雄
色
川
り
設
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
、
色
彩
の
合
致

も
十
中
八
九
ま
で
合
目
的
性
質
の
項
仁
入
れ

τ
ょ
ν
ゃ
う
.
た
り
れ
H
C
s
b
、
然
し
現
衣
の
ご
こ
ろ
無
目
的
無
効
用
の

'
合
致
も
主
(
例
が
あ
る
か
ら
、
同
法
則
を
混
同
す
る
の
は
不
可
で
、

宜
し
〈
色
彩
合
致
の
一
般
傾
向
な
る
も
の
が
先

に
b
っ
て
、
之
を
ば
多
(
の
場
合
に
有
意
義
に
利
用
す
る
も
の
ご
解
砕
す
可
、
き
で
あ
る
。

前

叢

生
物
の
美
的
地
配

第

脚

五

第
二
十
四
番

「一一



誼

叢

生
物
白
美
的
進
化

第
二
十
四
谷

四

第

挽

五

形
態
音
盤
動
作
の
美
的
進
化

以
上
色
彩
の
進
化
じ
就
て
述
べ
た
ぜ
会
〈
同
じ
ニ
ビ
が
、
定
(
他
の
性
質
の
場
合
仁
も
云
ひ
得
ら
れ
る
o

先
づ
形

に
就

τ説
明
す
れ
ば
、
生
物
の
形
態
は
元
来
細
胞
分
裂
の
模
様
ゃ
‘
周
囲
か
ら
加
は
る
水
底
、
水
流
の
方
向
等
物
・

理
率
的
放
出
に
よ
っ

t
自
然
に
定
ま
る
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
夙
〈
か
ら
ニ

-H向
の
進
化
帥
ち
一
方
に
於
T
は
め

ら
ゆ
る
機
品
目
eg
以
て
此
形
を
生
活
仁
有
利
に
輔
則
せ
ん
正
す
る
用
意
が
認
め
ら
れ
る
ご
同
時
に
、
他
方
に
於
て
は

生
理
作
用

t
m筈
せ
グ
る
範
闘
に
於

τ必
要
以
上
に
美
的
進
化
的
方
向
に
進
ん
で
居
る
こ
ご
が
分
る
。
具
殻
の
螺

旋
形
は
細
長
い
飽
を
短
〈
編
め
て
蓮
ぶ
た
め
の
設
も
良
、
さ
形
で
あ
る
が
、
殺
の
上
の
美
L
い
彫
刻
や
嚇
等
の
配
世

は
必
要
以
上
(
現
今

ω吾
人
的
知
識
で
は
)
で
ゐ
る
。
放
射
載
、
管
水
母
者
L
〈
は
故
誕
の
岡
盛
棋
の
や
う
な
形
は
、

浮
携
を
円
的
ピ
{
た
る
原
形
に
初
効
用
を
超
越
L
た
装
飾
を
添
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

一官接

ω進
化
に
閥

L
て
は
阪
に
多
〈
の
学
者
内
研
究
が
あ
る
が
、
比
場
合
に
も
亦
栃
原
始
的
な
型
ご

L
て
、
他

の
生
理
現
象
に
件
ふ
無

H
的
叫
偶
然
的
低
晶
一
目
が
の

b
、
次
に
之
を
利
用
し
た
親
子
雌
雄
又
は
一
一
肢
の
同
柿
附
の
合

岡
正

Lτ
の
効
加
を
も
っ
所
訪

印
山
岡
田
凶
巴

2
=
が
め
る
。
烏
の
雛
の
ピ

1
ぜ
|
ピ
レ
ム
鳴
雄
、
渡
り
鳥
が
闇
夜
に

鳴
き
交
す
短
い
一
品
目
盤
等
が
卸
も
そ
れ
で
ゐ
る
。
然
し
此
科
皮
の
昔
で
も
、
相
嘗
仁
長
〈
て
、
然
も
別
に
意
義
の
な

い
場
合
が
加
珊
じ
で
も
な
い
、
専
門
家
は
之
を
卒
お

ω歌
(
O円
a
E
q
g
E
m
)
ざ
呼
ぉ
。
次
に
音
獲
が
次
第
に
複
雑



1:1， 

己
な
h
且
・
つ
洗
錬
せ
ら
れ

τ壮
年
の
動
物
に
よ
っ
て
唱
は
れ
る
や
う
じ
な
る
さ
所
諸
縁
歌
(
宮
色
ロ

m
Eロ
問
)
郎
も

松
品
鈴
品
酬
の
盤
・
鷲
が
北
神
唱
ム
歌
の
如
、
さ
微
妙
な
も
内
が
出
来
る
o

卒
索
獣
々
ざ
し

τ居
る
ヒ
キ
ガ
へ
庁
、
も
初
意

の
候
に
出
す
一
一
継
の
鶴
臥
を
も
っ

T
居
品
。
然

L
此
場
合
栄
し
て
配
偶
者
を
誘
引
;
守
}
ご
に
奏
効
す
る
か
否
炉

は
必
‘
ず
し
も
確
定
し
な
い
o

下
等

ω動
物
は
ダ
!
?
，
q
y
附
代
の
附
宇
者
が
考
へ
た
佼
仁
微
妙
な
音
楽
企
梨
[
み
に

間
〈
訓
悼
の
聴
覚
が
あ
り
セ
う
仁
も
考
へ
ら
れ
な
い
か
ら
、
識
の
蝶
や
烏

ω歌
は
そ
の
効
川
恥
か
ら
云
へ
ば
、
も
つ
ぜ

筒
知
明
快
な
管
官
の
方
が
活
か
に
有
力
で
あ
ら
う

Q

郎
九
色
彩
の
場
合
ピ
同
線
に
昔
整
内
進
化
が

「
美
的
進
化
の

法
則
」
に
従
つ

τ失
策
に
前
進
す
る
聞
に
、
成
之
を
「
合
目
的
特
化
的
法
則
」
に
よ
っ
て
異
性

ω誘
引
に
利
用
す
る

も
の
ご
解
稗
す
可
き
で
ゐ
ら
う
。
一
見
に
此
美
的
拍
車
化
の
考
を
支
持
す
る
事
質
ご
し
て
は
、
多
〈
の
小
鳥
の
持
つ
所

調
飛
行
歌
(
司
民
間
耳
目
ロ
問
)
な
る
も
の
が
あ
る
】
之
は
長
期
に
『
旦
っ
て
少

L
も
蕃
殖
に
閥
係
な

t
、
治
し
〈
は
阪

に
雛
を
育
1
ぅ
、
ゐ
る
頃
か
ら
始
め
て
多
〈
は
飛
び
な
が
ら
歌
ふ
ご
こ
ろ
的
甚
だ
巧
妙
な
る
明
歌
で
あ
っ

τ、噛叫

邦
で
五
へ
ば
雲
雀
が
径
高
く
隣
る
ご
き
、
制
加
臼
が
樹
抑
に
止
ま
っ
て
高
普
を
張
り
つ
、
あ
る
時
な
ど
が
そ
れ
で
あ

る
o

採
〈
諦
為
的
鳴
携
を
研
究
し
た
皐
者

ω
故
近

ω
誌
に
よ
れ
ば
、
中
に
は
こ
の
飛
行
歌
ご
し
て
総
散
を
流
用
す

る
烏
も
無
い
で
は
な
い
が
、

多
〈
は
λ

中
然
別

ω献
を
有
も
、

そ
れ
は
麟
歌
ご
は
澗
立
に
世
帯
ゐ
平
前

ω献
を
源
正
し

τ
畿
建
L
た
も
の
で
あ
る
ご
い
v

ふ
。
政
三
宅
恒
方
博
士
が
円
見
識

ω鳴
韓

ω第
四
類

Z
L
τ

「
昆
品
川
り
天
H
?
を
西
宮
弾

[
且
つ
自
身
協
快

ω錦
に
歌
ひ
っ
、
ゐ
る
」
も
の
を
曲
事
げ

τ居
ら
れ
る
が
、
天
分
ど
か
ど
う
か
は
知
ら
ぬ
が
、
要

第

腕

第
ニ
十
四
巻

一一一二五

じ

議

止
拘
の
美
的
地
化

五満

" 
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議

止
拍
由
美
的
通
化

第
二
十
回
答

"-p、

第

蹴

λ 

す
る
に
烏
に

L
て
も
昆
識
に
し
て
も
仮
h
に
擬
人
泌
を
以
て
す
れ
ば
、
長
閑
な
泰

ω
陽
光
に
心
作
か
れ
い

τ唱
ふ
や

う
な
放
が
ゐ
っ
て
、
寄
人
現
在

ω知
識
仁
於
て
を
の
生
活
上
り
利
盆
を
指
摘
す
る
一
」
み
と
は
出
氷
山
υ

更
に
音
撃
の

進
化
じ
於
t
興
味
め
る
こ
ピ
は
、
色
彩
の
場
合
ご
同
品
川
に
「
環
境
仕
致

ω法
則
」
が
昆
ら
れ
る
ニ
正
で
ゐ
る
。
秋
の

野
に
嶋
〈
描
で
も
、
高
原

ω林
に
歌
ム
烏
で
も
、

よ
〈
注
意
し

τ刑
制
〈
ご
彼
我
祁
呼
応
し

τ掛
A
H
に
鳴
い
て
居
る

3

こ
正
が
少
〈
な
い
が
、

之
は
相
手
の
操
に
よ
っ
て
反
射
的
に
誘
は
れ
る
の
で
ゐ
品
。
叉
多
〈
山
鳥
は
仙
の
一
音
感
の

真
似
を
す
る
o

世
間
で
叫
之
を
敵
を
欺
(
手
段
こ
か
人
に
娼
ぴ
る
方
法
ご
か
に
意
義
を
つ
り
て
考
へ
て
居
る
が
、

そ
う
一
耳
ふ
同
的
に
時
化
せ
ら
れ
た
場
合
が
稀
に
の
る
だ
け
で
、

一
般
的
に
一
再
へ
ば
唯
異
似
を
す
る
ど
い
ム
反
射
蓮

動
で
あ
る
o

之
が
生
活
に
利
用
さ
れ
る
E
き
は

γ
出
血
唯
周
囲
山
色
彩
に
似
る
ご
い
ふ
一
般
的
性
質
ぞ
b
特
戒
色
や

続
胞
に
利
用
せ
ら
れ

τ居
る
の
さ
同
械
で
あ
る
o

欧
州
制
に
は
殆
ん
Y
一
他
勤
物
の
菅
原
ぞ
其
似
る
-
-
E
が
無
(
、
類

人
猿
で
古
へ
も
人
語
を
山
首
ふ
ζ

ご
が
無
い
正
ヤ

1
キ
λ

の
最
逗
の
研
究
に
於

τ報
告
し
て
居
る
が
し
動
物
園

ω獣

が
汽
笛

ω擦
に
感
じ

τ叫
ぶ
位
の
ニ
ピ
は
勿
論
ゐ
る
。
耐
慨
し
て
晶
一
目
撃

ω最
も
進
化
し
た
部
数
ゆ
動
物
に
他
動
物
の

品
目
を
奥
似
る
も
の
が
多
い
の
は
此
法
則
に
有
利
な
る
謝
貨
で
ゐ
る
。

共
他

J

山
本
能
的
動
作
に
於
て
も
亦
、
動
物
は
或
出
血
ま
で
美
的
進
化
を
遂
げ
て
居
る
。
我
々
日
本
人
は
ゐ
ま
b
鳥

帥
闘

ω
飛
湖
聞
や
蓮
動
を
美
醜
り
削
開
準
・
か
ら
批
一
討
す
る
制
H

慣
を
持
た
ぬ
が
、
然

L
昆
品
や
烏
的
飛
ぴ
方
に
は
優
美
な
も

の
巧
妙
な
も
の
が
少
〈
な
い
。
抑
も
専
門
的
に
云
へ
ば
動
物
の
朝
日
性

t
二
栂
に
品
川
つ
一
、
ご
が
出
来
る
o

「
は
生
理



串
的
に
意
義
り
あ
る
明
H

牲
で
、
他
は
現
今
吾
々
が
そ
の
効
川
を
知
ら
ぬ
瑚
向
性
で
あ
る
o
戒
感
者
は
之
を
夫
沿
宮
&
2

E
Eご
ぷ
ぴ
冨
Z
2
E
C
M件
の
名
を
以
て
呼
人
で
居
る
。
例
へ
ば
食
餌

ω探
L
方
食
ひ
方
・
戒
は
産
卵
育
児
の
動
作

等
は
前
者
仁
一
周
し
、

E
A
T
)
4
7
t
、

調
才
U
到
H
孔

見
eF
振
る
ご
か
耐
刊
を
振
る
ご
か
北
九
利
特
有

ω性
婦
は
却
も
後
者
仁
踊
す
る
。

前
者
は
健

ω使
用
法
か
色
合
目
的
に
改
め
ら
れ
た
も
い
で
あ
ふ
り
.
後
者
は
佐
々
美
的
じ

(
若
(
〈
は
少
〈
ご
も
必
要

進
化
し
た
も

ω
で
ゐ
る
。
尤
も
此
嗣
者
の
恒
別
も
往
々
頗
る
困
難
な
る
こ
ご
が
あ
る
。
例
ヘ
ば
高
等
動

以
外
に
)

物

ω幼
期
仁
見
ら
れ
る
舵
戯
な
る
も
の
は
、

一
師
生
活
方
訟

ω珠
習
で
も
あ

h
、
他
而
仁
於
て
は
必
要
以
上

ω伶

計
な
こ
正
の
ゃ
う
で
も
あ
る
o

之
が
た
め
に
心
理
持
者

ω側
か
ら
同
伎
の
解
群
が
提
出
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
私
を

し
て
云
は

t
U
れ
ば
、

双
方
共
に
そ
の
中
に
合
ま
れ

τ居
る
。
又
例
へ
ば
蕃
殖
附
則
に
異
性
を
前
仁

Lτ
す
る

口
町
立
副
司
の
場
合
、

性
的
刺
執
を
迭
る
た
め

ω有
効
な
る
動
作
正
、

必
要
以
外
に
進
化
L
た
る
無
効
の
動
作
ご
が

混
在
す
る
こ
ご
が
多
い
o

蜘
跡
、
見
過
又
は
烏
な
ど
の
優
美
な
舞
踏
ゃ
、
回

044qbEU
(
涼
洲
-
一
ユ

1
ギ-一

l

過
に
産
し
比
四
酬
明
烏
や
烏
に
近
い
一
科
の
烏
で
、
雌
川
叫
が
出
来
eT
作
る
前
交
尾
の
附
に
協
力
し
て
立
波
な
郷
断
場
を
作

h
-
貝
殻
や
木
の
葉
又
は
蘭
の
花
な
ど
を
地
上
に
散
布
し
、

之
を
弄
ぴ
乍
ら
数
日
間
熱
心
に
踊
る
柿
頼
)

の
手
数

の
か
、
っ
た
仲
間
劇
は
、
性
的
刺
戟
記
し
て
の
必
要
以
上
に
美
化
せ
ら
れ
た
或
も
の
が
合
ま
る
、
ご
云
は
ね
ば
な
ら

向
。
阪
に
幾
度
も
越
ぺ
た
団
地
h
、
雌
雄
淘
汰
を
過
信
し
た
る
従
来
の
動
物
事
者
は
、
此
美
的
進
化
の
法
則
に
気
づ

か
A
V
し
て
、
如
何
な
る
舞
踊
正
雌
も
皆
性
的
刺
戟
な
り
E
説
明
し
た
縛
め
に
、
北
(
仙
悼
の
多
〈
の
賞
地
の
槻
察
者
か

宮市

司ま

生
物
的
義
的
匙
牝

第
二
十
四
巻

七

第

観

1L 
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生
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美
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通
化
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四
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ら
頻
h
に
そ
の
無
効
無
閥
係
を
指
揃
せ
ら
れ

τ、
窮
墳
に
陥
っ
た
の
で
ゐ
る
o

最
後
に
是
等
動
作
り
上
に
も
僅
少

な
が
ら
環
境
模
倣
り
法
則
が
成
立
す
る
ご
思
は
れ
る
が
、
餓
ム
ソ
に
管
々
し
い
か
ら
省
略
す
る
。

穴

結
論
及
び
人
類
の
場
合
ご
の
比
較

以
上
越
〈
世
帯
っ
た
動
物
界
什
諸
現
象

ω解
枠
は
、
従
来
ゐ
ま
h
論
AV--b
れ
て
底
な
い
見
方
で
ゐ
る
が
、
総

τを

生
活
の
必
然
的
要
求
正
[
て
何
住
ぜ
か
的
泊
胞
の
如
〈
に
-
】
ぢ
つ
り
て
事
質
上

ω矛
盾
に
逢
着
し
た
今
ま
で
の
説
明

よ
り
は
、
遥
か
に
質
際
に
泊
す
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
人
或
は
美
的
進
化
正

ν
ム
字
句
に

あ
る
己
評
す
る
か
も
知
れ
凶
け
れ
パ
ど
も
、
な
の
回
全
品
で
は
、
別
に
特
別
な
る
盛
カ
を
限
定
し
ゃ
う
ご
す
る
の
で
は

〈円

E
E目

の
臭
気
が

な
い
。
又
直
進
正
い
ふ
文
字
を
周
ひ
た
か
ら
ご
て
、
決
し
て
直
進
訟
を
採
用
す
る
わ
り
で
も
な
い
。
そ
れ
が
如
何

に
L
て
遂
行
せ
ら
る
、
か
の
説
明
は
今
目
的
生
物
進
化
率
が
よ
(
答
へ
得
る
ご
こ
ろ
で
な
い
か
ら
、
暫
〈
之
を
預

h
z
L
て
、
進
化

ω上
に
見
ら
る
、
事
官
上
の
方
向
、
郎
も
色
彩
の
稜
遺
骨
獲
の
草
進
を
呼
公
に
此
稽
呼
を
以
工

し
た
の
で
あ
る
o
A
H
目
的
の
時
化
己
申
す
こ
乙
も
会
〈
同
理
で
、
形
態
率
的
性
質
が
明
瞭
な
る
生
却
官
飽
上
山
り
伺

値
を
帯
ぷ
る
や
う
仁
誕
化
[
一
行
〈
一
4
・H
H
士
指

L
t
い
ふ
の
で
、
哲
学
上
の
議
論
ご
は
別
で
あ
る
。

最
後
仁
玖
は
例
の
如
〈
吾
人
人
類
山
場
合
を
比
蚊
し
一
1
、
異
同
り
要
鮎
を
逃
ぺ
て
鬼
皮
ぃ
。
一
概
晴
乳
類
に

は
、
恐
る
可
き
敵
を
も
た
ぬ
た
め
に
保
退
色
な
ど
を
作
る
必
要
な
〈
、
年
分
に
一
以
手
な
袋
飾
を
な
し
得
る
o

豹
虎

7
y
ド
y

p
、
叉
は
或
鯨
山
山
知
き
、
或
は
快
遮
を
以
て
遁
走
し
得
る
始
庇
キ
y

y

山り如
3
少
数

ω例

ス
カ
ン
ク
、



を
除
げ
ば
、

色
彩
ゆ
進
化
は
ゐ
ま

b
進
展
し
て
ゐ
な
い
が
、

人
類
も
亦
之
に
麗
し
、

斑
紋
等
を
持
っ
た
時
代
も
な

け
れ
ば
今
後
ら
ゐ
ま

b
美
!
く
は
な
る
ま
い
。

昔
一
環
の
如
き
も
亦
岡
山
は
で
、

烏
や
見
識
に
比
す
れ
ば
獣
綴
の
方
が

大
に
劣
っ
て
居
る
品
り
で
あ
る
。
唯
正
日
々
人
類
は
言
語
な
る
も
山
り
を
得
て
、

之
を
栃
端
に
活
用
す
る
こ
ご
に
な
っ
た

心。
t 

二
次
的
に
畿
官
及
び
聴
音
り
能
力
が
大
に
進
み
、

驚
嘆
す
可
き
肉
撃
を
放
も
音
幾
を
奏
L
得
る
や
う
に
な

っ
た
。

又
偶
ま
樹
上
の
生
活
か
ら
直
立
歩
行
へ
ご
運
動
方
法
の
改
革
を
錦

L
た
過
渡
期
に
め
る
た
め
に
手
足
双
方

の
動
吉
方
が
自
由
自
在
で
あ
る
の
ご
、

卒
に
之
を
眺
め
る
湖
覧
器

ω非
川
市
な
完
成
吉
に
困
っ
て
、

山
岡
仁
腕
捷
微
妙

な
る
舞
踊
を
出
じ
得
る
や
う
に
な
っ
た
が
、

然
L
生
れ
つ
い
た
形
惜
色
彩
り
附
聞
か
ら
云
へ
ば
殆
ん

E
他
獣
に
診
る

べ
き
日
記
所
も
な
く
、

樹
上
生
活
時
代
に
は
多
分
有
っ
て
ゐ
た
ら

L
い
顔
面
や
持
部
の
色
素
も
、

頭
部
め
毛
も
そ
の

放
則
の
消
火
ご
共
に
次
第
に
減
退
し
て
行
〈
ゃ
う
で
ゐ
る
。
尤
も
多
く
の
動
物
が
蕃
殖
期
仁
示
す
ご
こ
ろ
の
装
飾

郎
ち
第
二
夫
性
的
性
質
l
比
す
可
き
も
の
は
同
じ
季
節
に
少
し
く
現
は
れ
る
、
卸
も
男
子
的
髭
、
雌
叫
が
は
b
、
女

子
の
緑
色
の
増
加
で
ゐ
る
o

要
す
る
に
人
間
白
身
何
さ
考
へ

τも
、
会
卒
に
判
断
[
て
入
聞
は
ゐ
ま
b
美
し
い
献

で
は
な
い
。

他
の
動
物
に
全
然
無
℃
】
己
で
は
な
い
が
、
然
し
人
聞
に
到
っ
て
急
速
に
完
成
せ
ら
れ
、
進
に
他
動
物

ω群
を

抜
い
て
居
る
特
性
は
、
中
ま
で
も
な
〈
意
識
で
あ
る
o
下
等
動
物
が
本
能
正
し
て
興
へ
ら
れ
ピ
ン
マ
イ
仕
掛

ωゃ

う
に
寅
一
肌
し
っ
、
あ
る
動
作
を
ば
、
吾
々
は
大
抵
白
封
し
、
理
判
し
て
行
ふ
の
で
あ
る
o

従
っ
て
吾
々
は
衣
服
を

つ
け
た

h
資
玉
そ
の
他
の
外
物
を
身
憾
に
附
右
せ
し
め
て
飾
る
こ
ご
を
如
っ
て
居
る
o
之
は
人
聞
の
特
性
で
ゐ

O:"-h-

"渦

j甚

止
物
の
義
的
地
化

第
二
十
四
巻

九

第

器局

四



トー

員百

第
二
ト
円
谷

山月

議

生
物
内
美
的
結
化

o 

都

腕

る
o

麓
に
遮
ぺ
た
出
。

a
q
r
r含
M
Y

鉾
踊
川
婦
に
美
し
い
花
や
光
る
披
摘
ん
γ
介
殺
を
集
め
る
よ
正
は
動
物
界
で
は
剖

合
に
珍
ら
し
い
ニ
ピ
官
、
烏
り
狐
に
時
々
見
る
治
る
も

ωを
集
め
る
山
行
性
〔
日
本

ω烏
に
火
の
粘
い
た
雌
倒
を
具
に

漣
ぷ
則
自
性

ω
ゐ
る
二
ご
は
古
人
も
知
っ
て
居
た
)
か
ら
進
化
し
た
も
の
ら
し
い
が
、
ぞ
れ
は
兎
も
角
、
此
烏
は
そ
の

親
削
酬
で
ゐ
る
純
楽
μ↑川

ω如
〈
健
に
つ
い
た
凋
毛
仙
一
美
を
自
然
か
ら
貰
ふ
こ

tω
代
・
り
に
、
美
し
い
も
の
を
集
め
て

異
性
を
刺
放
す
る
本
胞
を
貰
っ
た
の
で
あ
る
o

更
に
一
歩
を
進
め

τ、
然
ら
ば
人
間
が
自
慌
を
飾
ら
九
ご
す
る
気

持
、
叉
飾
を
日
品
工
美
し
い
正
思
ふ
心
、
(
勿
論
之
に
は
他
の
叶
理
朕
強
か
ら
山
要
ボ
が
交
る
が
、
夫
を
除
V
て
)
所

説
純
粋

ω
美
的
情
操
な
る
も
の
は
、
大
自
然
が
剥
人
人
類
に
レ
デ
ィ
メ

l
ド
の
美
形
や
色
彩
を
呉
れ
る
一
』
ご
の
代

h
に
興
へ
て
呉
れ
た
一
腕
り
心
理
で
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。
何
ピ
な
れ
ば
出
。
当
2
E
E
ω

の
如
〈
本
格
正
し
て
美
し

レ
も
の
を
集
め
る
習
性
を
貰
ム
州
場
合
を
、
人
聞
な
ら
ば
「
美
し
い
ー
も
の
を
好
む
心
理
」
ご
し
て
貰
ふ
の
が
、
理
論
上

か
ら
申

t
て
会
t
蛍
然
で
あ
る
か
ら
で
め
る
。
恰
か
も
下
等

ω動
物
が
貰
っ
た
交
尾
産
卵
育
児
り
本
能
的
習
性
を

ば
、
人
間
内
方
で
は
主
正
し
て
夫
婦
相
慕
ひ
親
が
子
を
変
ず
る
心
情
正
し
て
貰
っ
た
の
吉
岡
一
授
で
あ
る
。
従
来

心
理
石
が
美
的
悩
縦
の
起
源
を
探
ね

τ、
生
活
の
倫
裕
に
基
づ
い
て
起
っ
た
ど
か
、
性
慾
の
健
治

r
zか
、
大

分
前

L
い
説
明
を
試
み

τゐ
る
の
は
、
畢
意
生
物
界
一
般
に
迦
ヒ
て
の
美
的
進
化
が
如
何
な
る
も

ω
か
を
達
観

ー
な
い
か
ら
で
は
な
炉
ら
う
か
。
な
は
美
的
情
操
な
る
も
の
ヶ
、
上
記
の
如
〈
そ
れ
自
身
凋
立

L
て
高
等
動
物
の

心
棋
に
劫
え
出
づ
る
も
の
正

[τ
、
少
し
も
差
支
な

ν
ご
思
ふ
。
而
し

τ此
意
味
か
ら
人
頼
は
形
態
本
能
に
於
て

美
的
進
化
を
遂
げ
る
こ
正
の
代
、
り
に
、
心
に
於
て
大
に
美
前
進
化

ω歩
を
進
め
て
居
る
ご
考
へ

τよ
か
ら
う
。
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